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人間自然科学研究所は「シンクタンク」と「ドゥタンク」の
機能を持つ唯一の機関

社是「社業を通じて社会に喜びの輪を広げよう」
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いつも楽しく生きられる地球社会の創造

応援者社会の
問題・逆風

事業に関わる全ての人に
誇りが生まれる

―出雲の特異なベンチャー企業―

―小松電機産業の経営に、小松社長が理事長
を務める財人間自然科学研究所の研究成果が
大きな影響を与えていると思われます。その
点について、まずお話しください。
時代の転換期を迎え、２１世紀の製造業が

持続可能になるためには、新しい土俵、枠組
みの中で考えることが必要です。研究所では
特に人に焦点を当てて製造業を支える基盤づ
くりをしてきました。
その結果、「事業を通じて社会の中で尊厳

欲求を満たす」ことが、持続可能な製造業、

持続可能な社会の構築につながるとの結論を
得ました。従業員全員がチャレンジし、社会
に発表することが尊厳欲求を満たすことにな
るのです。そのため私は、尊厳欲求を阻害し
ている暴力として、戦争に代表される直接的
暴力、社会の構造に根ざした構造的暴力、そ
れらの暴力を助長する文化的暴力の３つを注
視し、その排除に腐心しています。このよう
に、研究所と当社はシームレスにつながって
いるのです。

―小松電機産業を理解するには、社是、経営
理念を理解するのが不可欠と思います。まず、
社是「社業を通じて社会に喜びの輪を広げよ
う」についてご説明ください。
この社是は１９８１年に制定しましたが、先

ほど申し上げた「事業を通じて社会の中で尊
厳欲求を満たす」と同意です。「喜び」は単
独では味わえません。相手も喜び、第三者も
喜び、自分も喜ぶのです。尊厳欲求を満たし
続けることが最高の「喜び」でしょう。社員
から「『広げよう』から、『広がる』にまで高
めるべき」との意見がありました。大変重要
な指摘で、今後「広がる」ためにはどうすべ
きかを議論していきたいと思います。こうし
た点に気がつく社員が多く誕生することを期
待しています。

―続いて経営理念「おもしろ おかしく た
のしく ゆかいに」についてご説明ください。
この経営理念は、論語の言葉と、松下幸之

助翁の「経営百話」にでてくる「天馬空をゆ
く、ゆかいなり」を組み合わせて制定しまし
た。「おもしろ」は「面白」と書きますが、
夜明け前から空が明るくなるにつれて面が白
くなって存在がわかることが語源との説があ
ります。これは過程に価値があ
るということを意味しています。
「たのしい」と感じるのは、
「思」「想」「念」の発達段階に
応じた三つの「おもい」が次々
と確立、現実化し、第三者から
評価されて、尊厳欲求が満たさ
れるからなのです。この経営理
念は誰にも理解できると同時に、
深遠な意味が込められています。
―２０１０年春、「やくも水神」と

「門番」で「Gシリーズ」を発表されました。
このGは Global を意味するとのことですが、
今後の海外展開について抱負をお聞かせくだ
さい。
１５年にわたる研究所の活動が韓国社会に
広く知られるようになったことと、２０１０年５
月の「ソウル国際食品産業大展」で発表した
「門番 Gシリーズ」の大反響、「やくも水神」
の語源となった治水の偉人「周藤彌兵衛」
「清原太兵衛」「大梶七兵衛」が韓国語の漫画
で新たに出版されたことを契機に、７月にソ
ウル支社を開設しました。今後は韓国だけで
なく、中国、東南アジア、世界も視野に入れ
ビジネスを展開、ライバル企業とも補完関係
を構築して、ともに成長していきたいと考え
ています。
私の経営は「天略経営」といわれています

が、この実践、確立、普及のため、利益の一
部は、現在研究所が提唱している近代戦争の
犠牲者すべてを記録する IT を駆使したメモ
リアルタワーの建設をはじめとする平和事業
に寄贈する予定です。この事業に関心ある方
のお問い合わせをお待ちしています。
―どうもありがとうございました。

（文責：編集部）

特集Ⅳ トップインタビュー

小松電機産業株式会社
代表取締役・小松 昭夫氏

小松電機産業は高速シートシャッター「門番」と
総合水管理システム「やくも水神」ネットワークの
２つの主要ビジネスで市場を創造し、ブランドを確
立してきた。１９９１年の「中小企業研究センター賞」
を皮切りにこれまで多くの表彰を受けてきている。
現在では「出雲の特異なベンチャー企業」から、国
内はもちろん、アジア、欧州、米国においても名が知
られるようになってきている。この軌跡の背景には、
生命の本質、人類の特性を踏まえた経営があるよう
だ。社是、経営理念から同社の経営の軸を伺った。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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小松電機産業
http://www.komatsuelec.co.jp

社会問題を直視し、
市場創造す 地域立脚・研究
開発型ハイコンセプト企業”

小松電機産業は１９７３年、小松昭夫社長が
弟と２人で失業保険金３０万円を元手に創業、
さまざまな社会問題を空間と時間軸の中で総
合的に捉え、先端技術を生かし商品化し、市
場創造の過程でブランド化する“地域立脚研
究開発型ハイコンセプト企業”である。
１９８５年に発売した高速シートシャッター

「門番」の大ヒットによりローカル企業から
世界につながる全国区の企業に躍り出た。そ
して、１９９２年に上下水道自動制御・監視シ
ステム「やくも水神」を発表すると「出雲に
特異なベンチャー企業出現」と、全国はもと
よりアジア、米国、欧州の関連業界にもその
名が知られるようになった。２０１０年７月に

は韓国、中国、そして世界市場を視野に、ソ
ウル支社を設立した（写真１）。
会社経営の背景には、小松社長が理事長を

務める（財）人間自然科学研究所の長年の研究
の成果である天略経営理論がある（同研究所
の活動については本誌２３８頁を参照）。生命、
人類の特性と文化、歴史、哲学、地政学に着
目、その時代の先端技術を生かし実現に導く。
一般的な経営者の枠をはるかに超え、地域経
営、国家経営はおろか、人類史の視点で地球
経営を見据えているこの理論は、同社のロゴ
（図１）に垣間見ることができる。対立状況
にある朝鮮半島と、日本の間にある、竹島に
象徴される抑制された対立構造は、「人類進
化の入口」という意味が込められている。
受賞は以下の通り。１９９１年の「中小企業

研究センター賞」を皮切りに、同年１０月に
はベンチャー企業にとって最大の栄誉となる
ニュービジネス協議会の「ニュービジネス大
賞」、１９９３年には日刊工業新聞社の「優秀経
営者顕彰・地域社会貢献賞」、１９９５年には
「やくも水神」が科学技術庁の「注目発明」
に選定され、さらに１９９６年には日本経済新

聞社の「地域活性化貢献企業賞」を受賞して
いる。２００７年には、環境をテーマにした市
場創造型経営と地球温暖化防止に貢献したこ
とが評価され、国土交通省から業界初の大臣
表彰を受けた。

国内で３割のシェアを占める高速シ
ートシャッター「門番」

１９８５年に発売した高速シートシャッター
は、その機能性が高く評価された。「シート
シャッター」という造語と「門番」という商
品名をブランド化、マーケット創造に成功し、
同社の高速シャッターは国内で３割のシェア
を占める。２００８年５月には地球温暖化防止

に配慮し気密性・耐久性を向上させた「門番
KV シリーズ」、２０１０年６月には高速、気密、
安全性の面で飛躍的に進化した「門番 Gシ
リーズ」を発売した。

業界トップの速度・気密・安全を実現
した「門番Gシリーズ」

Gシリーズはシート上昇速度、気密性、安
全性で業界トップを実現している。従来製品
にあったシート横軸のパイプをなくし、サイ
ドフレームにファスナー構造を取り入れ、気
密性は従来製品の１８倍となった。また、パ
イプレス構造と新開発のエンジン・コントロ
ーラーによってシート上昇速度が秒速１m
から３mに飛躍的に上がった。
速度と気密性の改善により、スチールシャ

ッターに比べ電力料金が約１４５万円／年削減
と省エネ効果も大きくなった。これまでは工
場や物流業界での用途が大半だったが、エア
シャワーやエアカーテンとの組み合わせが可
能になり、防塵と衛生を重視する精密機器、
医薬品、食品などの製造業のほか、医療・介

図１ 平和・環境・健康の理念を凝縮したロゴ

写真１ ２０１０年７月 ソウル支社開所式 写真２ エアシャワー・エアカーテンと組み合わせた門番 G シリーズ
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護施設などへの採用も期待されている（写真
２）。ユニークな例として、大学の資料室に防
虫目的での採用もある。
安全面での配慮も万全。シャッターの下降

中に接触すると停止し、低速で反転上昇する。
シャッターの下端部にはクッションを内蔵、
接触時の衝撃を和らげる。万一の衝突時には
ガイドからシートが外れて破損を防ぎ、シー
トは自動復帰後、下降する。非常時にはシー
トを持ち上げると外れるので、避難通路が確
保できる安心構造になっている。
Gシリーズの投入に合わせて、「門番ウェ

ブ管理ツール」（仮称）の提供も始めた。
アイパッド（iPad）などのモバイル端末を活
用する「やくも水神ネットワーク」（後述）
の技術を「門番」に応用して、世界の「門
番」顧客情報を管理できる画期的なツールだ。

営業・メンテナンスなど多様なサービスを提
供できる。この管理ツールを本格運用して、
「門番」の世界展開を進めていく。

３８都府県、１９０自治体、４８００施設納
入、上下水道管理システム「やくも水
神ネットワーク」

インターネット・携帯電話を活用した上下
水道管理システム「やくも水神ネットワー
ク」は、高価な中央監視装置を設置すること
なく、低コストで計測・監視・制御が導入で
きる画期的なシステム（図２）。２０００年９月
に発売、「下水道展２００１東京」で大好評を博
して以来、進化を続け、上下水道、農業集落
排水処理施設、簡易水道、農業用水、アンダ
ーパス排水、消・融雪施設、水門、温泉泉源
管理など全国３８都府県、１９０自治体、４８００

施設が導入（２０１０年７月現在）。地方財政危
機や平成大合併を受けた効率化とシステム一
元化に最適なシステムとして、納入実績を着
実に広げている。
システムは NTT ドコモの FOMA網を利用、

上下水道施設を２４時間３６５日監視する。手
持ちのパソコンで許可を受けた職員ならだれ
でも施設状況を監視できるほか、運転状況を
携帯電話メールでも知らせる。緊急時には指
定された複数の携帯電話に警報メールが送ら
れ迅速な対応ができる。
システムはプログラミング言語に日本・松

江発のオープンソフトウェアとして世界に広
がる Rubyを採用。近年大きな話題になって
いるクラウドコンピューティングのさきがけ
として２００３年から松江市の同社と NTT ドコ
モ代々木ビル内にメインサーバーを置く東西
２拠点体制を整え、万一の災害にも万全な体
制を敷いている。

“水のエリア管理”へ導く「やくも水
神Gシリーズ」

「上水」「下水」と分けられたライン管理か
ら、地域内にある上下水道施設すべてを一つ

の地図上で一元的に管理する“水のエリア管
理”へ移行を可能にする画期的なシステムと
して２０１０年６月「やくも水神 Gシリーズ」
を発表した。パソコンと携帯電話を使った管
理に加えて、爆発的な普及が始まったアイパ
ッド（iPad）、アイフォーン（iPhone）、アン
ドロイド携帯などの多機能モバイル端末でパ
ソコンと同等の管理が現場でできる（写真
３）。操作を行うプラットフォームにグーグル
マップを採用、管理台帳などの新機能も追加
して、現場で職員が管理情報や写真を直接書
き込み情報共有化ができるようになった。
メンテナンスや緊急時にモバイル端末で管

理画面を見て、施設の位置や運行履歴、解析
データなどを現場で把握できることから、ト
ラブル発生時でも複数の担当者・専門家が同
じ画面を見ながら電話で協議し、短時間で原
因究明と対策ができる（写真４、５）。進化と
拡張性の余地がない同業他社の無線・公衆回
線・専用線を使ったマンホールポンプ監視シ
ステムと本質的な差別化が図られていること
から、複数の自治体で上下水道一元管理に採
用が始まっている。

図２ 水神コミュニティネットワーク

写真３ iPad 上での操作画面 写真４、５ 街中、車中でも情報収集や協議ができる
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既存施設を生かし、あらゆる施設管理
を効率化

「やくも水神ネットワーク」は自治体予算
計上が容易な定額料金で、労務負担と経費を

劇的に削減する（写真
６）。専用線、公衆回線を
使用している監視装置や、
平成の大合併で混在した
システムを、数日間の工
期で既存の設備を生かし
ながら通信機能付き多目
的管理システムを設置す
ることによって一元管理
する。
いままで管理システム

が導入できなかった自治
体、水道管理組合、維持
管理会社や、集落、研究
機関、研究者個人で、ポ
ンプ１台から規模や用途
に関係なく容易に導入で
き、専用回線や ISDN・

CATV 網、増設にも柔軟に対応できる。

マンホールポンプ制御盤

マンホールポンプ施設は年々増加・広域化
する一方、用地買収や維持管理など多くの課
題を抱えている。同社のマンホールポンプ制
御盤は、通信と制御を一体化したコントロー
ラーを搭載し、制御盤の小型・高機能化・コ
ストダウンを実現（写真７）。「やくも水神ネ
ットワーク」との組み合わせによりインター
ネットを活用した情報管理を実現、警報と警
報分析、上流ポンプの停止機能でオーバーフ
ローなど事故を防ぐ。ポンプ診断機能やメン
テナンス通知機能などにより、計画的なメン
テナンスも可能にすると同時に、ブレーカー
の投入忘れ、自動・手動スイッチの切替忘れ、
不正開放などの人為ミスも未然に防げる安心
のシステムだ。

自治体の経費削減に貢献する「パッケ
ージ水神」

プラント監視制御装置「パッケージ水神」
は、下水道施設向けと水道施設向けの２種が
ある（写真８）。いずれも安心、簡単操作、
コンパクト化をテーマに開発され、「やくも
水神ネットワーク」に接続することにより、
施設のデータや情報をインターネット経由で
把握することができる。離れた場所から施設
の機器制御やデータの設定もでき、市町村合
併に伴う広域管理に最適であり、全国で１００
か所以上稼働、経費節減に熱心な自治体では
納入後、すべての水管理にこのシステムが採
用されている。
コンピュータとタッチパネルの両画面の組

み合わせにより、取扱説明書が不要で、簡単
に操作できる。また、ペーパーレスを追求し
たフローシート、トレンドグラフ、日報、月
報などを標準装備し、複数の遠隔地で協議し
ながら管理できることから、高齢化、技術者

不足時代をにらんだシステムとして高い評価
を得ている。
水道施設用は盤内の操作パネルとタッチパ

ネルを選択して操作でき、万一の時も自動運
転が可能な二重設計になっている。高度な管
理技術を必要とする膜ろ過施設にも最適で、
メンテナンス費用の削減に大きな効力を発揮
する。

企業データ 小松電機産業株式会社

〒６９０―００４６ 島根県松江市乃木福富町７３５―１８８ ：０５０―３１６１―２４９０
：０５０―３１６１―３８４６

代 表 者 小松 昭夫
業 種

シートシャッター「門番」、上下
水道遠隔管理システム「やくも水
神」の製造・販売

設 立 １９８１年１２月
資 本 金 １億円
年 商 ３４億円

採用計画 １１年度計画：若干名
１０年度実績：５名

写真８ パッケージ水神

写真６ 多目的管理システムラインナップ

写真７ マンホールポンプ制御盤
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IT・軍需・核大国
米国

資源・軍需・核大国
露国

資源・軍需・核大国
中国 朝鮮民主

主義人民
共和国
大韓民国

日本

HNS（財）人間自然科学研究所
http://www.hns.gr.jp

対立のエネルギーで
“平和事業” を興し、
共生の文化を生み出す

（財）人間自然科学研究所は１９９４年に設立
された。理事長は小松電機産業代表取締役で
ある小松昭夫氏。同社は「高速シートシャッ
ター」や「上下水道管理システム」で一躍全
国に名をとどろかせ、２０１０年７月にはソウ
ル支社を開所、今では“隠れた世界企業”と
称されている。そのため多くの証券会社から
上場の勧めがあったが、ビジネスで得た経営
資源を“平和の事業化”に費やすとして今ま
では断ってきた。
人間自然科学研究所は生命の本質、人類の

特性から論理的に考察、現実を見据え、持続
的に楽しく生きられる地球社会を目指して、

対立を発展にする新しい枠組みを構想、天略
経営理論にもとづいた“平和の事業化”の実
現に向けて１５年間にわたって着実に布石を
打ち続けている、シンク＆ドゥタンクである。

メモリアルタワーや、絵と写真、映像
による平和戦争記念館の建設を構想

２１世紀初頭の世界は、対立による核拡散
の恐怖、富の偏在、金融混乱、資源危機など
が重なり、展望が開けない状況に陥っている。
こうした状況下、朝鮮半島は東西冷戦が世界
で唯一残存している。日本と朝鮮民主主義人
民共和国、大韓民国の間には日韓併合１００年
を経た今もなお怨念が再生産され続け、中
国・米国・露国を巻き込む大韓民国と朝鮮民
主主義人民共和国の深刻な対立、日本との間
では拉致問題、独島＝竹島問題、日本海＝東
海呼称問題、従軍慰安婦、強制労働、靖国神
社問題など抑制された対立が続いている。視
野を広げ、人類史的かつ世界的視野で現状を
直視し、これを打破する叡智が、朝鮮民主主
義人民共和国、大韓民国、日本の三カ国の国
民に求められている。

朝鮮半島と日本列島は「究極の火」で
武装した核大国（中国、露国、米国）の
結節点でもある。「オバマ大統領のプラ
ハ演説をきっかけに、世界平和を具現化
する、天の時、地の利、人の和の三要素
が整いつつある。『和譲注１』で、日本海
を中海に名称変更、竹島を平和と環境の
聖地に変え、この地域を大国間のパワー
が制御された核の空白地帯にし、対立や
怨念のエネルギーを、環境、生命科学の
最先端の研究と実用化のエネルギーに導く。
そうすれば、人類の尊厳欲求が開花する共生
の文化が生まれる」と小松理事長はいう。
世界からの賛同者と寄付による人類存続の

緊急プロジェクトとして、以下の三件を提言
している（図２）。
１）明治維新以降、今日に至るまでの世界の
戦争による犠牲者全てを記録するメモリア
ルタワーの建設

２）世界の戦争と平和博物館が IT によるネ
ットワークでつながり、展示が１カ所でみ
られる総合平和戦争記念館の建設

３）温泉を生かし、世界と IT で結ばれた国
際平和環境健康センターの建設
これらの計画は、米国と韓国の大統領選挙

がある２０１２年までに構想をまとめ、出雲大社
と伊勢神宮の大遷宮の年である２０１３（平成
２５）年に具体化に向けてスタートしたいとし、
事業費は約５，０００億円とイメージしている。

環境・平和活動を持続的かつ
精力的に推進

本研究所のこれまでの活動の一部を紹介す
る。
本研究所は、発足と同時に「一村一志運

動」を提唱し、郷土の治水の偉人の伝記を発
行した。その後も中海本庄工区未来構想シン
ポジウム（１９９６年）、韓国独立記念館訪問、
献花（１９９７年）、韓国赤十字社を通じ、朝鮮
民主主義人民共和国へ食糧支援として５００万
円寄贈（１９９８年）、中国人民抗日戦争記念館
訪問、献花（２００１年）、日中英三カ国語によ
る「論語」の出版（２００２年）、中海・宍道湖
圏から世界平和を考える「太陽の國」推進シ
ンポジウム開催（２００４年）、南京大虐殺紀念
館訪問、献花、ハワイ・ホノルル「アリゾナ
記念館」訪問、献花（２００５年）、小松理事長、
中国南京国際平和フォーラムにて「世界平和
は和譲から」をテーマに講演（２００６年）、中
国海南島強制労働跡地訪問（２００７年）、中日
韓英四カ国語による「グローバル時代の人間
学 中国古典名言録」刊行（２００８年）、映画
「築城せよ！」の制作に協賛、ロシア、ウラ
ジオストク、ハバロフスクを訪問し、第２次
世界大戦慰霊碑に献花、韓国政府主催「安重

注１「和譲」：マズローの五段階説の上位概念である
自己超越実現（私益と公益の一致）。感情を加味した
三つのソフトパワー（知恵、使命感、会話力）と、
二つのハードパワー（集団組織力、道理を実現する
ための方便）を全体の文脈の中で統合することから
生まれる、社会を変える力。韓国の「オウトピア」、
中国の「和諧」、米国の「スマートパワー」が発表さ
れたことを契機に、小松理事長が「和譲」をつくら
れた千家達彦出雲大社教管長の了解を得て定義した。

図２ メモリアルタワー（イメージ）

図１ 対立文化圏から共生文化圏へ

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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根義士義挙１００年」記念式典に出席（２００９
年）、「安重根義士殉国１００周年記念式」に政
府招待で参加、「朝鮮半島と日本列島の使命」
（小松昭夫著）を発刊し、安重根義士殉国
１００周年記念式典で配布、「朝鮮半島と日本
列島の使命」をテーマに座談会を開催、治水
の偉人「周藤彌兵衛」「清原太兵衛」「大梶七
兵衛」の韓国語版漫画三冊の出版（２０１０年）
（写真１）、日本人として初めて、韓国政府か
ら建国勲章を授与された人物を描いた映画
「弁護士 布施辰治」協賛などを行ってきた。
このように本研究所は出版やシンポジウム

開催を通じて平和推進活動を展開してきてい
る。また、韓国、中国、米国、露国、東南ア
ジア、欧州各国の戦争記念館を訪ね、献花、

歴史学習活動を続ける中で、小松理事長は
「グローバル時代に人間の尊厳欲求を満たし
続ける過程は、戦後責任を相手国と共に果た
し、対立を発展の契機として生かすなかにの
みある。それ以外に日本、そして北東アジア、
世界の閉塞状態を解決する道はない」と確信、
これが今日まで持続的に活動を展開してきた
推進力になっている。
「一隅を照らす、これ則ち国の宝なり」「一
隅を守り、千里を照らす」という言葉がある。
未来に向けての一歩は、立場を明確にしたう
えで歴史認識の違いと現状認識を共有化する
ことから始まる。長年の活動で、天略経営理
論が世界に広まる時を迎えた。そのためにメ
ディアをつくりだすのも研究所の任務という。

４カ国語で中国古典名言録を刊行

近年の活動で特筆されるのは、２００８年６月
に北京の学苑出版社から刊行した「グローバ
ル時代の人間学 中国古典名言録」（写真２）。
今日的課題である「平和・環境・健康」に関
する６２４の名言を中国語、日本語、韓国語、
英語の４カ国語で編集している。小松理事長
は「経営者はもちろん、人は経（人類の特性を
開花しつつ持続）を確立することが必要です。
人は潜在意識の中に多くの経に関するデータ
を秘めていますが、その３～４％しか使って

いないといわれています。古典にはそれを引
き出す知恵があるのです」と話す。本書の刊
行を契機に、飛躍的に発達した科学技術と情
報通信網により、叡智の生まれる議論の輪が
世界に広がることを強く期待している。
本書の刊行を記念したフォーラムは２００８

年１２月に北京において学苑出版社の主催で
開催された（写真３）。人類共生文化が生ま
れるために中国古典を世界中の方々に読んで
いただきたいとの声が相次いだ。
続いて２００９年、聖徳太子の命日とも言わ

れている２月２２日の「竹島の日」に、島根
県松江市で出版記念講演会・シンポジウムを
開催した（写真４）。７００人の出席者を前に、
島根県教育長を通じて県内の小中高校、図書
館など約２００カ所に寄贈された。

「核抑止なき安全保障へ」の
出版に協力

２０１０年８月６日の広島平和記念日にあわ

せ、潘基文・国連事務総長の軍縮問題顧問ケ
イト・デュース氏の夫で、元英国海軍将校の
ロバート・グリーン氏の著作「核抑止なき安
全保障へ」が本研究所の協力で出版された
（写真５）。「核の傘」による安全保障の最前
線にいた同氏が、核抑止力に依存しない安全
保障の道に気づくまでのプロセスが綴ってあ
り、本研究所が取り組んできている東アジア
非核地帯化の想いと重なる。
出版の企画者である第６回国際平和博物館

会議組織委員長を務めた安斎育郎・立命館大
学国際平和ミュージアム名誉館長が、この縁
を取り持った。安斎氏は「本書出版の意義に
感じて多額の寄付を惜しまなかった財団法
人・人間自然科学研究所の小松昭夫さんにも
心から感謝したい」とあとがきを寄せている。
ケイト・デュース氏は本研究所が支援し２００８
年１０月に京都・広島・松江で開かれたこの
国際平和博物館会議で記念講演をしている。

企業データ HNS（財）人間自然科学研究所

〒６９０―００４６ 島根県松江市乃木福富町７３５―１８８ ：０５０―３１６１―２４９０
：０５０―３１６１―３８４６

代 表 者 小松 昭 業夫 種 シンクタンク＆ドゥタンク
創 業 １９９４年

写真２ 中国古典名言録 写真４ ２００９年２月２２日「竹島の日」に松江
市で開催「混迷の時代、出雲から陽が
昇る」写真１ 韓国語版漫画 周藤彌兵衛

清原太兵衛 大梶七兵衛 写真５ ロバート・グリーン著
「核抑止なき安全保障へ」

写真３「中国古典名言録」出版記念
フォーラム（北京）
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